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報道関係者各位

百歳高齢者表彰の対象者は45,141人

昭和38年に百歳以上の高齢者に初めて贈呈して以来、老人の日の記念行事として百歳
を迎える高齢者に内閣総理大臣からのお祝い状と記念品を贈呈しています。
これは、百歳を迎える高齢者の長寿を祝い、多年にわたり社会の発展に寄与してきた

ことに感謝するとともに、広く国民が高齢者福祉についての関心と理解を深めることを
目的としています。
その対象となる高齢者は、今年度中に百歳に到達し、又は到達する見込みの方で

「老人の日」にご存命の方です。今回の対象者数は、令和4年9月1日現在で45,141人
（前年度比＋1,508人）です。

※ 老人福祉法では、「国民の間に広く老人の福祉についての関心と理解を深めるとともに、老人に

対し自らの生活の向上に努める意欲を促す」ため、9月15日を「老人の日」と定めています。

〈参考〉
住民基本台帳に基づく百歳以上の高齢者の総数は90,526人

百歳以上の高齢者の数は、老人福祉法が制定された昭和38年には全国で153人でした
が、昭和56年に千人を超え、平成10年に１万人を超えました。平成24年に5万人を超え、
今年は90,526人（前年比＋4,016人）です。
また、百歳以上の高齢者のうち女性は80,161人（全体の約89％）です。

※ 令和4年9月1日現在の住民基本台帳による都道府県・指定都市・中核市からの報告数

※ 年齢は令和4年9月15日現在

 



百歳高齢者表彰の詳細

１．対象者

対象者は、今年度中に百歳に到達し、又は到達する見込みの方で
「老人の日」にご存命の方とする。
また、海外在留邦人、永住している在日外国人についても同様の

取扱いとする。

区 分 総 数（人） 男(人) 女(人)

４５，０８５ ６，２０６ ３８，８７９
国 内

(対前年度 １，５１３増) (対前年度 ４４５増) (対前年度 １，０６８増)

５６ １３ ４３
海外在留邦人

(対前年度 ５減) (対前年度 ４増) (対前年度 ９減)

４５，１４１ ６，２１９ ３８，９２２
合 計

(対前年度 １，５０８増) (対前年度 ４４９増) (対前年度 １，０５９増)

２．祝賀の内容

内閣総理大臣からのお祝い状及び記念品（銀杯）

３．贈呈の方法

（１）厚生労働省は、内閣総理大臣からのお祝い状及び記念品（銀杯)を
都道府県知事・指定都市市長・中核市市長あて引き渡す。

（２）都道府県知事・指定都市市長・中核市市長は、老人の日以降、対象者
に対し、お祝い状及び記念品を伝達する。

（３）海外に居住する対象者（海外在留邦人）に対するお祝い状及び記念品
の贈呈は、外務省を通じて各大使館及び総領事館から伝達する。



対 象 者 対 象 者

総数 男 女 総　数 男 女
北 海 道 2,261 326 1,935 函 館 市 105 15 90
青 森 県 424 56 368 旭 川 市 143 23 120
岩 手 県 548 68 480 青 森 市 71 8 63
宮 城 県 785 113 672 八 戸 市 71 9 62
秋 田 県 483 52 431 盛 岡 市 98 10 88
山 形 県 508 59 449 秋 田 市 113 17 96
福 島 県 789 113 676 山 形 市 108 11 97
茨 城 県 961 131 830 福 島 市 108 19 89
栃 木 県 663 84 579 郡 山 市 78 12 66
群 馬 県 752 95 657 い わ き 市 116 16 100
埼 玉 県 1,643 237 1,406 水 戸 市 93 14 79
千 葉 県 1,519 235 1,284 宇 都 宮 市 147 20 127
東 京 都 3,563 524 3,039 前 橋 市 125 15 110
神 奈 川 県 2,315 347 1,968 高 崎 市 128 21 107
新 潟 県 1,170 151 1,019 川 越 市 76 11 65
富 山 県 501 83 418 川 口 市 113 16 97
石 川 県 459 69 390 越 谷 市 53 12 41
福 井 県 345 47 298 船 橋 市 112 20 92
山 梨 県 436 69 367 柏 市 82 15 67
長 野 県 1,192 191 1,001 八 王 子 市 156 18 138
岐 阜 県 773 105 668 横 須 賀 市 135 19 116
静 岡 県 1,326 193 1,133 富 山 市 176 30 146
愛 知 県 1,815 255 1,560 金 沢 市 145 22 123
三 重 県 679 92 587 福 井 市 105 18 87
滋 賀 県 492 66 426 甲 府 市 93 18 75
京 都 府 1,036 131 905 長 野 市 183 19 164
大 阪 府 2,197 256 1,941 松 本 市 111 22 89
兵 庫 県 1,832 264 1,568 岐 阜 市 131 14 117
奈 良 県 537 63 474 豊 橋 市 99 18 81
和 歌 山 県 491 78 413 岡 崎 市 95 9 86
鳥 取 県 316 38 278 一 宮 市 83 10 73
島 根 県 504 59 445 豊 田 市 85 12 73
岡 山 県 932 136 796 大 津 市 114 23 91
広 島 県 1,229 160 1,069 豊 中 市 118 12 106
山 口 県 736 102 634 吹 田 市 87 17 70
徳 島 県 354 57 297 高 槻 市 90 7 83
香 川 県 474 83 391 枚 方 市 80 7 73
愛 媛 県 697 107 590 八 尾 市 78 8 70
高 知 県 521 80 441 寝 屋 川 市 49 5 44
福 岡 県 1,932 230 1,702 東 大 阪 市 123 14 109
佐 賀 県 414 51 363 姫 路 市 151 22 129
長 崎 県 714 71 643 尼 崎 市 121 11 110
熊 本 県 1,060 151 909 明 石 市 65 11 54
大 分 県 584 55 529 西 宮 市 117 20 97
宮 崎 県 567 69 498 奈 良 市 151 21 130
鹿 児 島 県 985 121 864 和 歌 山 市 134 21 113
沖 縄 県 571 83 488 鳥 取 市 95 16 79
小 計 45,085 6,206 38,879 松 江 市 106 11 95

倉 敷 市 169 32 137
対 象 者 呉 市 105 17 88

総　数 男 女 福 山 市 176 23 153
札 幌 市 695 109 586 下 関 市 147 24 123
仙 台 市 282 46 236 高 松 市 151 28 123
さいたま市 298 48 250 松 山 市 193 31 162
千 葉 市 202 32 170 高 知 市 160 28 132
横 浜 市 870 138 732 久 留 米 市 104 11 93
川 崎 市 326 43 283 長 崎 市 223 15 208
相 模 原 市 147 16 131 佐 世 保 市 125 14 111
新 潟 市 351 42 309 大 分 市 165 15 150
静 岡 市 212 31 181 宮 崎 市 162 19 143
浜 松 市 269 44 225 鹿 児 島 市 254 31 223
名 古 屋 市 566 83 483 那 覇 市 109 20 89
京 都 市 571 81 490
大 阪 市 672 79 593
堺 市 208 26 182 海 外 56 13 43
神 戸 市 495 79 416
岡 山 市 287 37 250
広 島 市 385 48 337 合 計 45,141 6,219 38,922
北 九 州 市 382 43 339
福 岡 市 421 53 368
熊 本 市 341 49 292

（注）　令和4年9月5日時点で都道府県・指定都市・中核市から報告があったものを集計

指 定 都 市
( 再 掲 )

令和4年度　お祝い状及び記念品贈呈対象者

今年度中に百歳に到達し、又は到達する見込みの方で
「老人の日」にご存命の方の数。  （令和4年9月1日現在）

都 道 府 県
中 核 市
( 再 掲 )



参 考

令和４年

百歳以上高齢者等について

○ 百歳以上高齢者数について

１ 男女別百歳以上高齢者数の年次推移

２ 百歳以上高齢者の状況について

９月１５日時点における年齢を基礎として、

百歳以上の数を計上している。

※平成２０年度までは９月３０日時点における年齢

〔調査時点〕 ９月１日現在

※９月２日時点で都道府県・指定都市・中核市から

報告があったものを集計

○ 国内の最高齢者等について

１ 男女の国内最高齢者 （9月10日時点）

２ 地域で話題の高齢者

今年９月１５日時点における年齢としている。



１　 男女別百歳以上高齢者数の年次推移

女 性 の 占 平　均　寿　命
年　次 男 女 計 め る 割 合 男 女

人 人 人 ％ 年 年
昭和 38 年 20 133 153 86.9 67.21 72.34

39 年 31 160 191 83.8 67.67 72.87
40 年 36 162 198 81.8 67.74 72.92
41 年 46 206 252 81.7 68.35 73.61
42 年 52 201 253 79.4 68.91 74.15
43 年 67 260 327 79.5 69.05 74.30
44 年 70 261 331 78.9 69.18 74.67
45 年 62 248 310 80.0 69.31 74.66
46 年 70 269 339 79.4 70.17 75.58
47 年 78 327 405 80.7 70.50 75.94
48 年 91 404 495 81.6 70.70 76.02
49 年 96 431 527 81.8 71.16 76.31
50 年 102 446 548 81.4 71.73 76.89
51 年 113 553 666 83.0 72.15 77.35
52 年 122 575 697 82.5 72.69 77.95
53 年 132 660 792 83.3 72.97 78.33
54 年 180 757 937 80.8 73.46 78.89
55 年 174 794 968 82.0 73.35 78.76
56 年 202 870 1,072 81.2 73.79 79.13
57 年 233 967 1,200 80.6 74.22 79.66
58 年 269 1,085 1,354 80.1 74.20 79.78
59 年 347 1,216 1,563 77.8 74.54 80.18
60 年 359 1,381 1,740 79.4 74.78 80.48
61 年 361 1,490 1,851 80.5 75.23 80.93
62 年 462 1,809 2,271 79.7 75.61 81.39
63 年 562 2,106 2,668 78.9 75.54 81.30

平成 元 年 630 2,448 3,078 79.5 75.91 81.77
2 年 680 2,618 3,298 79.4 75.92 81.90
3 年 749 2,876 3,625 79.3 76.11 82.11
4 年 822 3,330 4,152 80.2 76.09 82.22
5 年 943 3,859 4,802 80.4 76.25 82.51
6 年 1,093 4,500 5,593 80.5 76.57 82.98
7 年 1,255 5,123 6,378 80.3 76.38 82.85
8 年 1,400 5,973 7,373 81.0 77.01 83.59
9 年 1,570 6,921 8,491 81.5 77.19 83.82

10 年 1,812 8,346 10,158 82.2 77.16 84.01
11 年 1,973 9,373 11,346 82.6 77.10 83.99
12 年 2,158 10,878 13,036 83.4 77.72 84.60
13 年 2,541 12,934 15,475 83.6 78.07 84.93
14 年 2,875 15,059 17,934 84.0 78.32 85.23
15 年 3,159 17,402 20,561 84.6 78.36 85.33
16 年 3,523 19,515 23,038 84.7 78.64 85.59
17 年 3,779 21,775 25,554 85.2 78.56 85.52
18 年 4,150 24,245 28,395 85.4 79.00 85.81
19 年 4,613 27,682 32,295 85.7 79.19 85.99
20 年 5,063 31,213 36,276 86.0 79.29 86.05
21 年 5,447 34,952 40,399 86.5 79.59 86.44
22 年 5,869 38,580 44,449 86.8 79.55 86.30
23 年 6,162 41,594 47,756 87.1 79.44 85.90
24 年 6,534 44,842 51,376 87.3 79.94 86.41
25 年 6,791 47,606 54,397 87.5 80.21 86.61
26 年 7,586 51,234 58,820 87.1 80.50 86.83
27 年 7,840 53,728 61,568 87.3 80.79 87.05
28 年 8,167 57,525 65,692 87.6 80.98 87.14
29 年 8,192 59,579 67,771 87.9 81.09 87.26
30 年 8,331 61,454 69,785 88.1 81.25 87.32

令和 元 年 8,464 62,810 71,274 88.1 81.41 87.45
2 年 9,475 70,975 80,450 88.2 81.64 87.74
3 年 10,060 76,450 86,510 88.4 81.47 87.57
4 年 10,365 80,161 90,526 88.6 － －

（注１）　百歳以上高齢者数は、住民基本台帳による報告数　（注２）　海外在留邦人を除く

（注３）　令和4年9月2日時点で都道府県・指定都市・中核市から報告があったものを集計

（資料）　平均寿命は、厚生労働省政策統括官付参事官付人口動態・保健社会統計室「令和3年簡易生命表」より

百歳以上の高齢者の数は、老人福祉法が制定された昭和38年には全国で153人
でしたが、昭和56年に千人を超え、平成10年に１万人を超えました。平成24年に5万
人を超え、今年は90,526人（前年比＋4,016人）です。
　また、百歳以上の高齢者のうち女性80,161人（全体の約89％）です。



男 女

北 海 道 5,183 4,440 (4) 585 3,855 85.66 (28)
青 森 県 1,221 864 (43) 91 773 70.76 (36)
岩 手 県 1,196 1,075 (31) 107 968 89.88 (26)
宮 城 県 2,290 1,541 (20) 187 1,354 67.29 (38)
秋 田 県 945 916 (40) 96 820 96.93 (19)
山 形 県 1,055 1,036 (33) 120 916 98.20 (17)
福 島 県 1,812 1,577 (19) 203 1,374 87.03 (27)
茨 城 県 2,852 1,831 (17) 209 1,622 64.20 (41)
栃 木 県 1,921 1,244 (28) 130 1,114 64.76 (40)
群 馬 県 1,927 1,463 (24) 158 1,305 75.92 (33)
埼 玉 県 7,340 3,202 (8) 353 2,849 43.62 (47)
千 葉 県 6,275 3,199 (9) 378 2,821 50.98 (45)
東 京 都 14,010 7,298 (1) 923 6,375 52.09 (42)
神奈川県 9,236 4,808 (2) 621 4,187 52.06 (43)
新 潟 県 2,177 2,343 (13) 277 2,066 107.63 (13)
富 山 県 1,025 1,032 (34) 121 911 100.68 (15)
石 川 県 1,125 1,025 (35) 135 890 91.11 (24)
福 井 県 760 701 (46) 84 617 92.24 (23)
山 梨 県 805 867 (42) 128 739 107.70 (12)
長 野 県 2,033 2,349 (12) 308 2,041 115.54 (6)
岐 阜 県 1,961 1,499 (22) 169 1,330 76.44 (32)
静 岡 県 3,608 2,679 (10) 324 2,355 74.25 (34)
愛 知 県 7,517 3,366 (7) 380 2,986 44.78 (46)
三 重 県 1,756 1,244 (28) 131 1,113 70.84 (35)
滋 賀 県 1,411 919 (39) 103 816 65.13 (39)
京 都 府 2,561 2,047 (14) 194 1,853 79.93 (29)
大 阪 府 8,806 4,564 (3) 457 4,107 51.83 (44)
兵 庫 県 5,432 3,797 (6) 406 3,391 69.90 (37)
奈 良 県 1,315 1,010 (36) 116 894 76.81 (31)
和歌山県 914 879 (41) 92 787 96.17 (20)
鳥 取 県 549 728 (45) 69 659 132.60 (3)
島 根 県 665 947 (37) 120 827 142.41 (1)
岡 山 県 1,876 1,819 (18) 175 1,644 96.96 (18)
広 島 県 2,780 2,656 (11) 320 2,336 95.54 (21)
山 口 県 1,328 1,523 (21) 160 1,363 114.68 (7)
徳 島 県 712 666 (47) 77 589 93.54 (22)
香 川 県 942 1,041 (32) 132 909 110.51 (10)
愛 媛 県 1,321 1,494 (23) 173 1,321 113.10 (8)
高 知 県 684 936 (38) 80 856 136.84 (2)
福 岡 県 5,124 3,981 (5) 422 3,559 77.69 (30)
佐 賀 県 806 799 (44) 74 725 99.13 (16)
長 崎 県 1,297 1,398 (25) 128 1,270 107.79 (11)
熊 本 県 1,728 2,042 (15) 245 1,797 118.17 (5)
大 分 県 1,114 1,175 (30) 129 1,046 105.48 (14)
宮 崎 県 1,061 1,198 (29) 130 1,068 112.91 (9)
鹿児島県 1,576 1,974 (16) 193 1,781 125.25 (4)
沖 縄 県 1,468 1,334 (26) 152 1,182 90.87 (25)
全 国 125,502 90,526 10,365 80,161 72.13

（資料）総人口は、総務省統計局「令和3年10月1日現在人口推計」

　　　　（千人未満は四捨五入のため、単純合計と相違する場合がある）

（注１）　百歳以上高齢者数は、住民基本台帳による報告数　（注２）　海外在留邦人を除く

２．百歳以上高齢者の状況について
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躍

さ
れ

て
い

る
ご

高
齢

の
方

々
を

お
住

ま
い

の
市

町
村

か
ら

の
一

言
紹

介
と

と
も

に
掲

載
し

ま
し

た
。

―

北
海

道

勇
払

郡
安

平
町

ゆ
う

ふ
つ

ぐ
ん

あ
び

ら
ち

ょ
う

編
田

あ
み

だ

　
久

乃
ひ

さ
の

大
正

1
1

年
5

月
2
2

日
(1

0
0
歳

)
男

　
北

海
道

マ
ス

タ
ー

ズ
に

お
い

て
、

9
4
歳

で
参

加
し

た
際

に
は

、
３

種
目

金
メ

ダ
ル

を
獲

得
し

、
9
7
歳

で
参

加
し

た
際

に
は

、
陸

上
で

最
優

秀
賞

を
受

賞
し

ま
し

た
。

ま
た

、
今

年
の

６
月

に
行

わ
れ

た
マ

ス
タ

ー
ズ

（
千

歳
市

）
で

は
、

砲
丸

投
げ

で
北

海
道

新
記

録
を

樹
立

し
優

勝
、

新
聞

に
も

掲
載

さ
れ

ま
し

た
。

　
さ

ら
に

、
2
0
年

間
、

安
平

町
社

会
福

祉
協

議
会

が
実

施
す

る
リ

ン
グ

プ
ル

回
収

運
動

に
貢

献
し

、
2
0
年

連
続

で
表

彰
さ

れ
て

い
ま

す
。

網
走

あ
ば

し
り

郡ぐ
ん

津
別

町
つ

べ
つ

ち
ょ

う

山
本

や
ま

も
と

　
峯

雄
み

ね
お

大
正

1
1

年
4

月
1
7

日
(1

0
0
歳

)
男

　
庭

木
剪

定
が

得
意

で
、

本
年

３
月

3
1
日

ま
で

人
材

活
用

セ
ン

タ
ー

の
役

員
及

び
会

員
と

し
て

主
に

剪
定

作
業

で
活

躍
し

、
一

人
で

脚
立

に
上

っ
て

剪
定

し
て

い
ま

し
た

。
退

会
し

た
現

在
も

、
自

宅
や

隣
人

宅
の

庭
木

剪
定

を
行

っ
て

い
ま

す
。

河
東

郡
鹿

追
町

か
と

う
ぐ

ん
し

か
お

い
ち

ょ
う

木
俣

き
ま

た

　
君

子
き

み
こ

大
正

1
1

年
5

月
2
3

日
(1

0
0
歳

)
女

　
人

と
交

流
す

る
こ

と
や

趣
味

活
動

を
生

き
が

い
と

し
て

お
り

、
現

在
で

も
町

の
高

齢
者

学
級

や
俳

句
の

会
な

ど
に

所
属

し
て

作
品

を
作

り
あ

げ
て

い
ま

す
。

１
人

暮
ら

し
を

さ
れ

て
お

り
、

毎
日

生
き

生
き

と
過

ご
さ

れ
て

い
ま

す
。

滝
川

市
た

き
か

わ
し

早
弓

は
や

ゆ
み

　
ト

シ
大

正
9

年
8

月
2
6

日
(1

0
2
歳

)
女

　
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
に

週
２

～
３

回
通

所
し

て
お

り
、

知
り

合
い

が
多

く
話

し
か

け
ら

れ
る

こ
と

も
多

い
で

す
。

ま
た

、
畑

仕
事

が
趣

味
で

、
家

か
ら

離
れ

た
と

こ
ろ

に
あ

る
畑

に
毎

日
通

っ
て

お
り

、
数

十
種

類
の

作
物

を
作

っ
て

い
ま

す
。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

埼
玉

県

栃
木

県

那
須

烏
山

市
な

す
か

ら
す

や
ま

し

滝
田

た
き

た

　
幸さ

ち

大
正

8
年

1
0

月
2
2

日
(1

0
2
歳

)
女

　
洋

裁
の

技
術

員
を

し
て

い
た

経
験

を
生

か
し

、
沢

山
の

洋
服

や
帽

子
を

編
ん

で
き

ま
し

た
。

現
在

も
自

宅
で

編
み

物
を

し
た

り
、

ご
家

族
お

手
製

の
楽

譜
を

見
な

が
ら

ピ
ア

ノ
を

弾
き

、
歌

を
歌

っ
た

り
し

て
楽

し
く

過
ご

し
て

い
ま

す
。

東
京

都

さ
い

た
ま

市し

今
岡

い
ま

お
か

　
克

己
か

つ
み

大
正

1
1

年
7

月
1
4

日
(1

0
0
歳

)
男

　
9
0
歳

ま
で

営
業

倉
庫

の
経

営
者

と
し

て
活

躍
さ

れ
ま

し
た

。
1
0
0
歳

に
な

っ
た

今
も

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
は

な
く

、
食

事
や

入
浴

な
ど

の
身

の
回

り
の

こ
と

は
ご

自
分

で
行

い
、

家
族

と
在

宅
で

過
ご

し
て

い
ま

す
。

　
ご

長
寿

の
秘

け
つ

は
毎

日
の

散
歩

と
晩

酌
で

す
。

世
田

谷
区

せ
た

が
や

く

伊
藤

い
と

う

　
●

江
し

ず
え

大
正

1
1

年
8

月
3
0

日
(1

0
0
歳

)
女

　
6
0
歳

の
時

に
大

正
琴

を
習

い
、

あ
っ

と
い

う
間

に
師

範
に

な
ら

れ
ま

し
た

。
ま

た
、

地
域

の
老

人
会

で
講

師
を

し
た

り
、

地
域

の
文

化
祭

等
に

生
徒

と
と

も
に

出
演

も
さ

れ
て

い
た

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

旭
川

市
あ

さ
ひ

か
わ

し

菱
谷

ひ
し

や

　
良

一
り

ょ
う

い
ち

大
正

1
0

年
1
1

月
1
4

日
(1

0
0
歳

)
男

　
治

安
維

持
法

で
道

内
の

美
術

学
生

ら
が

弾
圧

さ
れ

た
「

生
活

図
画

事
件

」
に

お
い

て
，

逮
捕

さ
れ

た
経

験
を

有
し

て
い

ま
す

。
昨

年
は

1
0
0
歳

を
記

念
し

た
個

展
を

開
催

し
ま

し
た

。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

渋
谷

区
し

ぶ
や

く

村
田

む
ら

た

　
千

惠
子

ち
え

こ
大

正
9

年
5

月
2
1

日
(1

0
2
歳

)
女

　
渋

谷
区

の
高

齢
者

デ
ジ

タ
ル

デ
バ

イ
ド

解
消

事
業

に
参

加
し

、
1
0
1
歳

で
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

デ
ビ

ュ
ー

さ
れ

ま
し

た
。

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

や
り

取
り

や
テ

レ
ビ

電
話

な
ど

、
デ

ジ
タ

ル
機

器
な

ら
で

は
の

新
し

い
世

界
に

も
果

敢
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
体

操
や

ヨ
ガ

教
室

に
も

通
わ

れ
る

な
ど

、
何

事
に

も
意

欲
的

に
取

り
組

ま
れ

る
姿

勢
は

、
地

域
の

高
齢

者
の

み
な

さ
ん

の
励

み
に

な
っ

て
い

ま
す

。
※

高
齢

者
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ド
解

消
事

業
･･

･高
齢

者
の

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
利

用
を

促
進

し
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

情
報

格
差

を
解

消
し

、
高

齢
者

の
健

康
増

進
及

び
安

全
安

心
の

確
保

に
つ

な
げ

、
生

活
の

質
の

向
上

を
目

指
す

事
業

江
戸

川
区

え
ど

が
わ

く

髙
橋

た
か

は
し

　
泰

治
郎

た
い

じ
ろ

う
大

正
1
1

年
4

月
1
2

日
(1

0
0
歳

)
男

　
趣

味
で

尺
八

や
三

味
線

を
演

奏
し

て
い

ま
し

た
。

民
謡

と
伝

統
芸

能
「

か
っ

ぽ
れ

」
は

家
元

を
取

得
さ

れ
ま

し
た

。
現

在
も

毎
日

の
よ

う
に

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
リ

ハ
ビ

リ
を

す
る

な
ど

運
動

に
よ

り
体

を
動

か
さ

れ
て

い
ま

す
。

江
戸

川
区

え
ど

が
わ

く

平
原

ひ
ら

は
ら

　
マ

ツ
エ

大
正

1
1

年
5

月
3
1

日
(1

0
0
歳

)
女

　
若

い
頃

、
著

名
な

方
の

下
で

仕
事

を
さ

れ
、

ま
た

、
嫁

ぎ
先

が
大

き
な

庄
屋

で
、

農
作

業
が

忙
し

い
時

に
は

農
家

の
子

供
を

公
民

館
で

面
倒

を
み

る
な

ど
さ

れ
て

い
ま

し
た

。

江
戸

川
区

え
ど

が
わ

く

山
﨑

や
ま

ざ
き

　
弘ひ

ろ
し

大
正

1
1

年
8

月
2
3

日
(1

0
0
歳

)
男

　
町

会
長

の
時

、
町

会
5
0
周

年
記

念
誌

を
自

費
出

版
さ

れ
ま

し
た

。
ま

た
、

全
盲

の
方

が
作

製
し

た
工

作
作

品
の

写
真

集
で

は
撮

影
・

編
集

に
協

力
さ

れ
ま

し
た

。
現

在
は

、
パ

ソ
コ

ン
を

使
い

絵
画

な
ど

か
ら

ぬ
り

絵
の

原
板

を
作

製
し

、
仲

間
内

で
楽

し
ん

で
お

ら
れ

ま
す

。

日
野

ひ
の

市し

濱
江

は
ま

え

　
晋す

す
む

大
正

1
0

年
2

月
2
8

日
(1

0
1
歳

)
男

　
老

人
ク

ラ
ブ

に
お

い
て

積
極

的
に

活
動

し
て

お
り

、
会

報
に

毎
回

記
事

を
直

筆
で

寄
稿

し
た

り
、

1
0
0
歳

に
な

ら
れ

た
際

に
は

「
百

歳
音

頭
」

を
作

詞
し

、
令

和
4
年

度
の

福
祉

大
会

で
「

百
歳

音
頭

」
の

合
唱

を
披

露
さ

れ
ま

し
た

。
現

在
は

、
介

護
度

は
な

く
、

自
立

し
た

生
活

を
さ

れ
て

い
ま

す
。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

神
奈

川
県

富
山

県

伊
勢

原
市

い
せ

は
ら

し

小
林

こ
ば

や
し

　
繁

雄
し

げ
お

大
正

1
0

年
1
2

月
1
5

日
(1

0
0
歳

)
男

　
窓

か
ら

富
士

山
の

見
え

る
ご

自
宅

で
、

長
男

夫
妻

と
３

人
で

生
活

を
送

ら
れ

て
い

ま
す

。
週

２
回

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

は
、

積
極

的
に

体
操

を
行

い
、

食
事

は
完

食
し

食
後

の
コ

ー
ヒ

ー
を

堪
能

さ
れ

て
い

ま
す

。
長

生
き

の
秘

訣
は

「
食

事
を

よ
く

噛
ん

で
し

っ
か

り
食

べ
る

こ
と

」
と

言
わ

れ
ビ

フ
テ

キ
が

大
好

き
だ

そ
う

で
す

。
「

お
嫁

さ
ん

が
良

く
し

て
く

れ
て

」
と

家
族

へ
の

感
謝

を
忘

れ
ず

、
お

肌
ツ

ヤ
ツ

ヤ
の

ご
長

寿
さ

ん
で

す
。

石
川

県

羽
咋

郡
は

く
い

ぐ
ん

志
賀

町
し

か
ま

ち

磯
部

い
そ

べ

　
ま

つ
子こ

大
正

8
年

2
月

1
7

日
(1

0
3
歳

)
女

　
1
0
0
歳

を
超

え
て

も
単

行
本

や
分

厚
い

本
を

読
ん

で
い

ま
す

。
手

先
が

器
用

で
、

毛
糸

を
使

い
帽

子
や

襟
巻

、
花

瓶
敷

な
ど

を
編

ん
で

お
り

、
沢

山
作

る
た

め
、

近
所

の
方

や
孫

に
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
め

だ
か

の
え

さ
や

り
も

楽
し

み
の

一
つ

で
す

。

射
水

市
い

み
ず

し

前
田

ま
え

だ

　
貞

子
さ

だ
こ

大
正

1
1

年
7

月
2
3

日
(1

0
0
歳

)
女

　
自

力
で

歩
行

し
、

身
の

回
り

の
こ

と
も

ご
自

身
で

こ
な

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
「

年
寄

り
の

学
校

に
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

行
き

ま
す

ち
ゃ

。
」

と
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
楽

し
ん

で
い

ま
す

。
　

家
で

は
新

聞
・

雑
誌

を
読

ん
だ

り
、

テ
レ

ビ
の

歌
番

組
や

相
撲

を
見

た
り

す
る

の
が

日
課

で
、

最
近

は
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
書

道
を

や
っ

て
お

り
、

作
品

が
施

設
の

広
報

誌
の

題
字

に
な

り
ま

し
た

。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

山
梨

県 甲
府

市
こ

う
ふ

し

寺
田

て
ら

だ

　
恒

造
こ

う
ぞ

う

大
正

1
1

年
7

月
2
3

日
(1

0
0
歳

)
男

　
週

２
回

の
地

域
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

に
お

い
て

ハ
イ

ス
コ

ア
を

記
録

し
、

周
囲

か
ら

は
「

ス
ー

パ
ー

お
じ

い
さ

ん
」

と
呼

ば
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

毎
日

の
散

歩
で

ゴ
ミ

拾
い

や
雑

草
取

り
を

行
う

な
ど

、
地

域
美

化
に

も
努

め
て

い
ま

す
。

甲
府

市
こ

う
ふ

し

加
藤

か
と

う

　
サ

ダ
ジ

大
正

8
年

8
月

2
日

(1
0
3
歳

)
女

　
1
0
3
歳

に
な

っ
た

今
で

も
趣

味
で

手
毬

を
作

っ
て

お
り

、
受

け
答

え
も

し
っ

か
り

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

南み
な

み ア
ル

プ
ス

市し

北
村

き
た

む
ら

　
た

ま
子こ

大
正

9
年

8
月

2
8

日
(1

0
2
歳

)
女

　
昔

か
ら

手
芸

が
趣

味
で

あ
り

、
作

成
し

た
傘

や
花

な
ど

の
折

り
紙

を
市

内
の

施
設

に
展

示
さ

れ
、

話
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

現
在

で
も

、
週

に
何

回
か

時
間

を
決

め
て

折
り

紙
を

折
ら

れ
て

お
り

、
最

近
は

毎
日

ク
ロ

ス
ワ

ー
ド

パ
ズ

ル
に

励
ま

れ
て

い
ま

す
。

長
野

県 松
本

市
ま

つ
も

と
し

三
沢

み
さ

わ

　
は

な
大

正
9

年
2

月
1
3

日
(1

0
2
歳

)
女

　
「

い
き

い
き

百
歳

体
操

」
に

娘
夫

婦
と

参
加

さ
れ

、
元

気
に

体
を

動
か

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
涼

し
い

時
期

は
シ

ル
バ

ー
カ

ー
で

近
所

を
散

歩
さ

れ
、

そ
の

姿
は

地
域

の
皆

さ
ん

の
励

み
に

な
っ

て
い

ま
す

。
い

き
い

き
百

歳
体

操
…

椅
子

に
腰

を
か

け
準

備
体

操
、

筋
力

運
動

、
整

理
体

操
を

行
い

ま
す

。

下
高

井
郡

木
島

平
村

し
も

た
か

い
ぐ

ん
き

じ
ま

だ
い

ら
む

ら

森も
り

　
功

一
こ

う
い

ち

大
正

9
年

1
0

月
2
2

日
(1

0
1
歳

)
男

　
現

在
も

畑
仕

事
を

行
い

、
少

し
前

ま
で

は
屋

根
の

雪
下

ろ
し

も
行

っ
て

い
ま

し
た

。
ま

た
、

ノ
ル

デ
ィ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

の
ス

ト
ッ

ク
を

使
い

、
自

ら
歩

い
て

出
掛

け
る

な
ど

社
会

と
の

つ
な

が
り

を
も

ち
な

が
ら

元
気

に
生

活
し

て
い

ま
す

。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

岐
阜

県 大
垣

市
お

お
が

き
し

廣
瀬

ひ
ろ

せ

　
志し

づ
の

大
正

1
1

年
4

月
2
8

日
(1

0
0
歳

)
女

1
0
0
歳

に
な

っ
た

現
在

も
細

か
い

作
業

が
得

意
で

、
ミ

シ
ン

を
使

い
こ

な
し

て
裁

縫
や

小
物

作
り

を
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

着
物

を
仕

立
て

直
し

て
ご

自
分

が
着

る
洋

服
を

作
ら

れ
た

り
、

帽
子

や
エ

コ
バ

ッ
グ

な
ど

を
作

っ
て

知
人

に
差

し
上

げ
た

り
し

て
い

ま
す

。

下
呂

市
げ

ろ
し

森も
り

　
フ

ミ
エ

大
正

1
1

年
2

月
2
5

日
(1

0
0
歳

)
女

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
は

な
く

、
草

取
り

や
花

植
え

を
し

て
元

気
に

自
立

し
た

生
活

を
送

っ
て

お
り

、
9
2
歳

で
地

域
の

手
芸

ク
ラ

ブ
に

デ
ビ

ュ
ー

し
、

着
物

を
再

利
用

し
た

作
品

、
押

し
花

、
折

り
紙

の
花

瓶
等

を
作

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
裁

縫
も

得
意

で
、

ミ
シ

ン
も

使
い

こ
な

し
て

い
ま

す
。

静
岡

県

富
士

宮
市

ふ
じ

の
み

や
し

小
塩

こ
し

お

　
悟さ

と
る

大
正

9
年

2
月

2
0

日
(1

0
2
歳

)
男

所
属

す
る

老
人

ク
ラ

ブ
の

会
員

の
中

で
最

高
齢

の
男

性
で

す
。

趣
味

は
畑

仕
事

で
、

自
身

で
収

穫
等

の
作

業
も

行
い

、
知

人
な

ど
に

野
菜

を
お

す
そ

分
け

し
て

喜
ば

れ
る

こ
と

が
元

気
の

秘
訣

で
す

。

島
田

市
し

ま
だ

し

大
橋

お
お

は
し

　
き

く
大

正
9

年
1
1

月
2
8

日
(1

0
1
歳

)
女

２
年

前
に

骨
折

し
て

入
院

し
ま

し
た

が
、

懸
命

に
リ

ハ
ビ

リ
を

行
い

、
退

院
後

は
ピ

ア
ノ

の
練

習
を

自
宅

等
で

続
け

、
最

近
は

片
手

で
は

あ
る

も
の

の
、

島
田

市
歌

を
弾

け
る

ま
で

の
腕

前
に

な
っ

て
い

ま
す

。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

大
阪

府

岡
山

県和
泉

市
い

ず
み

し

岡
本

お
か

も
と

　 　
敏

子
と

し
こ

大
正

1
1

年
8

月
2
8

日
(1

0
0
歳

)
女

新
聞

を
毎

日
購

読
し

て
お

り
、

大
相

撲
と

阪
神

タ
イ

ガ
ー

ス
の

テ
レ

ビ
観

戦
は

欠
か

さ
ず

、
男

前
を

贔
屓

に
さ

れ
て

い
る

そ
う

で
す

。
百

歳
の

お
祝

に
お

孫
様

が
阪

神
タ

イ
ガ

ー
ス

の
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
を

プ
レ

ゼ
ン

ト
さ

れ
、

ご
家

族
で

お
祝

い
さ

れ
ま

し
た

。

備
前

市
び

ぜ
ん

し

亀
井

か
め

い

　
克

己
か

つ
み

大
正

9
年

7
月

1
9

日
(1

0
2
歳

)
男

昨
年

、
骨

折
の

た
め

手
術

と
入

院
を

さ
れ

ま
し

た
が

、
退

院
後

も
身

の
回

り
の

こ
と

は
自

身
で

さ
れ

、
元

気
に

過
ご

さ
れ

て
い

ま
す

。
長

男
の

お
嫁

さ
ん

の
話

で
は

、
認

知
症

も
な

く
、

来
客

を
喜

ば
れ

る
と

の
こ

と
で

す
。

苫
田

郡
と

ま
た

ぐ
ん

鏡
野

町
か

が
み

の
ち

ょ
う

杉
田

す
ぎ

た

　
志

津
子

し
ず

こ
大

正
1
0

年
8

月
7

日
(1

0
1
歳

)
女

5
5
歳

の
定

年
ま

で
働

き
、

そ
の

後
は

民
生

委
員

と
し

て
地

域
に

貢
献

さ
れ

ま
し

た
。

4
6
歳

の
時

に
始

め
た

大
好

き
な

詩
吟

を
今

日
ま

で
続

け
て

お
ら

れ
、

1
0
0
歳

と
は

思
え

な
い

声
量

・
声

色
に

驚
か

さ
れ

ま
す

。
ま

た
、

仲
間

に
誘

わ
れ

今
で

も
出

か
け

て
お

ら
れ

ま
す

。

瀬
戸

内
市

せ
と

う
ち

し

島
岡

し
ま

お
か

　
良

雄
よ

し
お

大
正

1
1

年
4

月
1
8

日
(1

0
0
歳

)
男

大
阪

市
生

ま
れ

で
す

が
、

1
5
年

前
に

息
子

夫
婦

が
瀬

戸
内

市
に

移
住

し
た

こ
と

か
ら

、
そ

の
5
年

後
に

自
身

も
瀬

戸
内

市
に

移
住

し
ま

し
た

。
毎

日
2
～

3
キ

ロ
歩

く
の

を
日

課
に

し
て

お
り

、
よ

く
食

べ
て

、
よ

く
運

動
し

て
、

よ
く

寝
る

こ
と

が
長

寿
の

秘
訣

だ
そ

う
で

す
。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

愛
媛

県

徳
島

県

小
松

島
市

こ
ま

つ
し

ま
し

笠
井

か
さ

い

　
シ

モ
ヱ

大
正

1
1

年
3

月
1
0

日
(1

0
0
歳

)
女

洗
濯

や
料

理
な

ど
家

事
の

手
伝

い
を

し
て

お
り

、
自

分
の

部
屋

の
整

理
整

頓
・

身
繕

い
は

自
ら

行
っ

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
を

週
２

回
利

用
し

て
い

ま
す

。

三
好

市
み

よ
し

し

吉
田

よ
し

だ

　
高

善
た

か
よ

し

大
正

1
0

年
1
0

月
8

日
(1

0
0
歳

)
男

自
宅

で
一

人
暮

ら
し

を
さ

れ
て

お
り

、
身

の
回

り
の

こ
と

は
ほ

ぼ
自

分
で

し
て

お
り

、
自

分
で

育
て

た
野

菜
を

使
っ

て
料

理
も

作
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

聴
力

は
弱

く
な

っ
て

い
る

も
の

の
、

家
族

と
会

話
は

で
き

ま
す

。

新
居

浜
市

に
い

は
ま

し

安
岡

や
す

お
か

　
逸

子
い

つ
こ

大
正

1
0

年
1
0

月
2
9

日
(1

0
0
歳

)
女

食
べ

物
の

好
き

嫌
い

は
な

く
、

オ
セ

ロ
が

得
意

で
す

。
長

生
き

の
秘

訣
は

、
「

ク
ヨ

ク
ヨ

し
な

い
こ

と
。

」
で

、
大

ら
か

な
気

持
ち

で
人

と
接

す
る

こ
と

を
心

が
け

て
お

り
、

周
り

の
方

か
ら

「
安

岡
さ

ん
を

見
習

う
！

」
と

慕
わ

れ
て

い
ま

す
。

高
知

県 高
知

市
こ

う
ち

し

柿
内

か
き

う
ち

　
春

代
は

る
よ

大
正

8
年

2
月

2
8

日
(1

0
3
歳

)
女

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
通

わ
れ

て
お

り
、

脳
ト

レ
が

得
意

で
、

最
近

で
は

カ
ラ

オ
ケ

に
も

チ
ャ

レ
ン

ジ
さ

れ
て

い
る

お
元

気
な

方
で

す
。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

福
岡

県

佐
賀

県筑
後

市
ち

く
ご

し

中
村

な
か

む
ら

　
ノ

ブ
子こ

大
正

1
1

年
1

月
4

日
(1

0
0
歳

)
女

編
み

物
が

趣
味

で
現

在
も

続
け

て
い

ま
す

。
昨

年
、

1
0
0

歳
の

記
念

に
、

お
世

話
に

な
っ

た
方

々
へ

手
編

み
の

ア
ク

リ
ル

タ
ワ

シ
を

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

た
り

、
曾

孫
さ

ん
が

誕
生

さ
れ

た
際

に
は

、
ち

ゃ
ん

ち
ゃ

ん
こ

・
帽

子
を

手
編

み
し

ま
し

た
（

曾
孫

さ
ん

が
誕

生
さ

れ
た

際
は

必
ず

編
ん

で
い

る
と

の
こ

と
で

す
。

）
。

藤
津

郡
ふ

じ
つ

ぐ
ん

太
良

町
た

ら
ち

ょ
う

江
川

え
が

わ

　
シ

ナ
大

正
1
1

年
7

月
3
0

日
(1

0
0
歳

)
女

8
0
歳

よ
り

「
生

き
が

い
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
」

に
通

い
始

め
て

脳
ト

レ
や

創
作

活
動

を
継

続
し

て
き

た
こ

と
が

1
0
0
歳

の
今

も
介

護
認

定
な

く
い

き
い

き
と

暮
ら

す
こ

と
に

結
び

つ
い

て
お

り
、

そ
の

姿
が

地
域

の
方

の
目

標
に

な
っ

て
い

ま
す

。

室
戸

市
む

ろ
と

し

德
増

と
く

ま
す

　
竹

子
た

け
こ

大
正

1
0

年
1

月
1

日
(1

0
1
歳

)
女

現
在

も
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

は
な

く
、

家
業

の
手

伝
い

を
し

た
り

畑
で

作
業

を
し

た
り

し
て

お
り

、
1
0
0
歳

ま
で

自
転

車
に

も
乗

っ
て

い
ま

し
た

。

長
崎

県 島
原

市
し

ま
ば

ら
し

濱
﨑

は
ま

さ
き

　
シ

ヅ
ヱ

大
正

9
年

1
2

月
1
3

日
(1

0
1
歳

)
女

５
０

年
以

上
も

詩
吟

を
続

け
て

お
り

、
令

和
４

年
７

月
ま

で
自

宅
で

詩
吟

教
室

を
開

い
て

い
ま

し
た

。
ク

イ
ズ

番
組

が
大

好
き

で
、

世
界

情
勢

に
も

大
変

興
味

が
あ

り
、

報
道

番
組

を
熱

心
に

見
て

い
ま

す
。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

熊
本

県 宇
城

市
う

き
し

西
浦

　
行

雄
に

し
う

ら
　

　
 ゆ

き
お

大
正

1
0

年
3

月
3
0

日
(1

0
1
歳

)
男

6
0
歳

で
四

半
的

弓
道

に
出

逢
い

、
以

来
、

愛
用

の
道

具
と

毎
週

道
場

へ
と

通
っ

て
い

ま
す

。
「

サ
イ

コ
ー

！
」

の
掛

け
声

と
と

も
に

集
中

力
が

高
ま

り
、

美
し

い
姿

勢
か

ら
放

た
れ

る
矢

が
的

を
射

ま
す

。
緊

張
が

解
け

た
後

は
、

メ
ン

バ
ー

と
の

楽
し

い
語

ら
い

を
楽

し
ま

れ
て

い
ま

す
。

　
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
源

は
大

好
物

の
麺

類
で

す
。

※
四

半
的

弓
道

･･
･宮

崎
県

日
南

・
飫

肥
城

に
4
5
0
年

の
昔

か
ら

伝
わ

る
ミ

ニ
弓

道

合
志

市
こ

う
し

し

野
田

　
睦

生
 の

  
だ

　
  

  
  

  
む

つ
お

大
正

1
0

年
8

月
2

日
(1

0
1
歳

)
女

ご
自

身
で

身
の

回
り

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
庭

の
手

入
れ

等
も

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
高

齢
者

サ
ロ

ン
に

は
毎

回
参

加
し

、
得

意
の

編
み

物
で

作
っ

た
ア

ク
リ

ル
た

わ
し

な
ど

を
参

加
者

へ
配

っ
た

り
、

手
書

き
の

年
賀

状
や

暑
中

見
舞

い
を

送
る

な
ど

、
地

域
の

見
本

と
な

る
高

齢
者

で
す

。

西
彼

杵
郡

に
し

そ
の

ぎ
ぐ

ん

長
与

町
な

が
よ

ち
ょ

う

中
野

な
か

の

　
清き

よ

香か

大
正

7
年

9
月

2
8

日
(1

0
3
歳

)
男

1
0
1
歳

の
誕

生
日

に
家

族
か

ら
問

題
集

を
も

ら
っ

て
勉

強
を

始
め

、
令

和
３

年
１

０
月

実
施

の
漢

字
検

定
２

級
に

合
格

し
ま

し
た

。
1
0
3
歳

で
の

合
格

は
、

受
験

級
の

全
段

階
を

通
し

て
最

年
長

記
録

で
す

。

東
彼

杵
ひ

が
し

そ
の

ぎ

郡ぐ
ん

川
棚

か
わ

た
な

町ち
ょ

う

川
津

か
わ

づ

　
マ

シ
大

正
8

年
3

月
3
0

日
(1

0
3
歳

)
女

食
事

、
入

浴
、

掃
除

な
ど

身
の

回
り

の
こ

と
や

裁
縫

も
自

分
で

行
い

ま
す

。
毎

朝
、

新
聞

を
じ

っ
く

り
読

み
込

む
こ

と
が

日
課

で
、

読
書

も
数

回
読

み
直

し
て

内
容

を
確

認
す

る
な

ど
日

々
知

見
を

広
げ

て
い

ま
す

。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

鹿
児

島
県

大
分

県

大
島

郡
喜

界
町

お
お

し
ま

ぐ
ん

き
か

い
ち

ょ
う

吉
住

よ
し

ず
み

　 　
澄

●
す

み
た

か

大
正

9
年

1
1

月
2
7

日
(1

0
1
歳

)
男

　
週

に
1
回

の
介

護
予

防
教

室
に

元
気

に
参

加
さ

れ
て

い
ま

す
。

と
て

も
控

え
め

な
人

柄
な

が
ら

、
特

技
の

ハ
ー

モ
ニ

カ
や

詩
吟

で
教

室
を

盛
り

上
げ

て
く

だ
さ

っ
て

お
り

，
教

室
み

ん
な

の
自

慢
で

す
。

玉
名

郡
た

ま
な

ぐ
ん

南
関

町
な

ん
か

ん
ま

ち

野
口

　
第

三
郎

 の
ぐ

ち
　

  
  

  
だ

い
ざ

ぶ
ろ

う

大
正

9
年

9
月

2
8

日
(1

0
1
歳

)
男

南
関

町
で

、
小

学
校

教
員

を
定

年
退

職
後

、
現

在
も

郷
土

史
教

室
の

講
師

を
4
0
年

勤
め

て
い

ま
す

。
南

関
町

史
の

制
作

に
も

携
わ

り
、

月
１

回
の

郷
土

史
講

師
を

務
め

、
郷

土
史

を
教

え
て

い
ま

す
。

生
徒

数
は

1
3
～

2
4
人

で
、

偶
数

月
に

は
講

話
を

し
、

奇
数

月
に

は
町

民
バ

ス
に

乗
っ

て
現

地
研

修
を

し
て

い
ま

す
。

人
吉

市
ひ

と
よ

し
し

椎
葉

　
タ

イ
し

 い
 ば

大
正

1
1

年
3

月
1
0

日
(1

0
0
歳

)
女

地
域

の
デ

イ
サ

ロ
ン

に
2
0
年

前
か

ら
参

加
し

、
現

在
も

シ
ニ

ア
カ

ー
で

通
っ

て
い

ま
す

。
デ

イ
サ

ロ
ン

で
は

、
体

操
、

歌
、

舞
踊

な
ど

を
楽

し
ま

れ
、

デ
イ

サ
ロ

ン
の

体
験

記
を

市
社

協
だ

よ
り

に
寄

稿
す

る
と

と
も

に
、

ご
家

族
と

一
緒

に
ご

自
分

の
1
0
0
年

史
を

作
成

さ
れ

ま
し

た
。

速
見

郡
は

や
み

ぐ
ん

日
出

町
ひ

じ
ま

ち

國
次

く
に

つ
ぐ

　
敦

子
あ

つ
こ

大
正

1
1

年
5

月
2

日
(1

0
0
歳

)
女

3
3
歳

か
ら

能
楽

を
始

め
、

1
0
0
歳

を
迎

え
た

今
で

も
毎

日
お

稽
古

を
続

け
て

い
ま

す
。

多
い

と
き

に
は

5
0
人

の
弟

子
を

持
ち

、
シ

テ
方

を
演

じ
活

躍
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
何

事
に

も
全

力
投

球
で

取
り

組
む

こ
と

が
元

気
の

秘
訣

で
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
は

俳
句

や
絵

も
楽

し
ん

で
い

ま
す

。



所
在

市
町

村
氏

名
（

敬
称

略
）

生
年

月
日

年
齢

性
別

一
言

紹
介

沖
縄

県

豊
見

城
市

と
み

ぐ
す

く
し

大
城

お
お

し
ろ

　
ヤ

ス
子こ

大
正

9
年

1
2

月
5

日
(1

0
1
歳

)
女

6
0
代

か
ら

琉
球

舞
踊

、
三

線
、

和
裁

を
学

び
、

毎
週

水
曜

は
老

人
会

三
線

サ
ー

ク
ル

に
参

加
し

て
い

ま
す

。
自

宅
で

は
和

裁
や

刺
繍

、
編

み
物

な
ど

帽
子

や
鞄

な
ど

の
作

品
を

作
り

、
社

協
福

祉
展

で
は

毎
回

「
百

才
の

作
品

と
は

思
え

な
い

！
」

と
話

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。

中
頭

郡
読

谷
村

な
か

が
み

ぐ
ん

よ
み

た
ん

そ
ん

當
山

と
う

や
ま

　
フ

ミ
大

正
9

年
1
0

月
1
3

日
(1

0
1
歳

)
女

現
在

も
一

人
暮

ら
し

で
自

立
し

て
お

り
、

子
や

孫
家

族
の

た
め

に
、

ラ
フ

テ
ー

や
カ

レ
ー

を
大

鍋
に

作
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

と
て

も
、

お
話

が
大

好
き

で
す

。


